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ハナカ ミキリ数種の雌交尾器について
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力 ミキリムシの雌交尾器はハムシ上科の中でも形態的
な分化の程度は低く, 比較的原始的な形態を保持している

が, それでもi[fl科間に形態の差異が認められる (SHARP
and MUIR, 1912; BUGNION, 1931; ZIA, 1936 ; EHARA,
1954).  ニセクワ力゙タカミキリ亜科のiy、ft交1・j一器は最も単
純でフトカミキリ一lfi科のそれは,  より複雑な構造を持っ
ている . 一方, 雌交尾器に関する研究は少ない. わずか

にTANNER (1927) がstylus, valvifer, proctigerに着
目し雌交尾器と同様に 科レベルでの検討をしている.
筆者は先にハナカミキリ5 種のi雕交尾器の反転された

cndopha11usの形態について報告した (1 {_木 ,1980) ヵ

ミキリムシの交尾ではこの確の反転されたendopha1lus
だけが雌の vaginaや bursa copulatrix内に挿入される.
カミキリムシの交尾器のうち雄のcndophallusや雌の
vaginaや bursa copulatrixは膜質であったり, 内部に隠

されているために, ほとんど未調査である.
そこで, 筆者は分類学的な興味からだけでなく, カミキ

リムシの一生の中でも交尾鼈授精一産卵とい‘) 重要な生

活を知るためにカミキリムシの雌雄交尾器の構造と機能

について研究中である, 本報ではすでにi雕の endopha11us
が報告されているハナカミキリ5 種の此能交尾器の形態に
ついて報告し, その機能について若干の考察を加える.

材  料  と  方  法
研究に使用したハナカ ミキリは下記のとおりである.
力ラカネハナカ ミキリ Gaurotes doris BATES, 5 exs..

25 V]l 1977,  島々谷 (長野県).
チ ャイ ロ ヒ メ ハ ナカ ミ キリ Pfdo,11'a decl' fis (KRAA-

Tz), 5exs., 25 V1l 1977,  島々 谷 (長野県).
オオヒメハナカ ミキリ Pl'do,It'a g,-a a t,-i (BATES),

3exs., 25 Vn 1977,  島々谷 (長野県) .
ヤ ッ ポ シハナ カ ミ キ リ Leptura ar c u a t a PANZER, 2

cxs., 27 Vii i972, 浅間山 (長野県).
ヨ ツ ス ジハ ナ カ ミ キ リ epf1,-a oc/1,-aceofascz'aia

(MoTscHuLsKY), 2exs., 7 Ⅷ 1975, 自金温 ll': (北流
道).
各個体から順部が取り外され,  KOH 7 %溶液で加熱
処理された. 実体顕徴鏡下で解体され, 交1・i器が取り出
された. なお, 膜質部の観察を容易にするために Eosin
で染色された.

結 果

の外部生nil器は11111部環節の第8 と第 )11 X節で,  これ
らは生タIll節と呼ばれる .  これらの生枅 l節は合体して産卵
管をJ '・成する.  カミキリムシの交i?行動からみると, t能
のcndophallusは反転されて産卵管の先端付近の、,ulva
から内部に挿入さ v1  る.  それゆえ 時には産卵管ば

かりでなく ,  その内部に位置する 、,aginaなどの内部生
タ1fl1 器も重要である.
図1 ~ 5 にハナカミキリ 5 極の雌_?:尾器を ,J、した. 雌
交尾器の一一般形態は次のようなものである.  stylus は可
動的で強く節片化する. coxitc は2 節からなり, 基部は

va lvi fer と合体する.  coxiteの後節と、-al、lterはやや節
11化した膜質で,  内部に節11 化した baculum を有する.
vaginaや bursa copulatrix は多数のしi-)を持つll実質で,
このしわ状構造は?.flのell(lophallusの挿入により押し拡
け'ら t る . spermathecal gland は spermathecl の側壁も
しくは spermathecal duct との接統部付近に開にlする.
spermathecal duct は l?' 質の管状でその長さは様々 で

vagina の背壁や bursa copulatrix との接続部付近に開l_I
する.
力ラカネハナカミキリ (Fig.1) の産卵管は約2.2mm
で, 体長の約20%に相当する. stylusは橋円体で強く節
片化し,  coxiteの先端に可動的に接統し, 先端に感覚毛
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Figs. 1-3. Female genitalia of Gaurotes and Pidonia spp.
1, Gaurotes doris BATES;  2, Pidoma debilis (KRAATz); 3,  P gt-auat,-z'.2; (BATES). Scale: li ne = 0.5 mm

Abbreviations: AsC, apical segment of coxite; Ba, baculum; BC, bursa copulatrix; BsC, basal segment of coxite
CO, common oviduct; H, hindgut; SD, spermathecal duct; SG, spermathecal gland; Sp, spermatheca; St, stylus
Vf, valvifer; Vg, vagina; Vu, vulva.

を備える. coxite は明瞭に2 節に分かれる. 前節はやや

長い楕円体で節片化し, 側部とstylusの接続部付近に感
覚毛を持つ. 後節は長く発達し, やや節片化した膜質で

baculumを有する. valviferは比較的短く,  膜質化が著

しく, baculumを有する. 基部は矢じり型を呈し, 両端

に延びる膜質部はやや長く , baculum を有する . vu1、ra

は後節の coxite間に位置する.  vaginaは比較的長く,
特に節片化した部分はなく,  先端にbursa copulatrix と
common oviductが接続する. bursa copulatrix は薄い膜
質で大きく発達し, 卵形体を呈する. bursal ductは太く
短い. spermathecal ductは細く , 比較的短く, bursal duct
に接続する.  spermathecaは大きく管状で強く彎曲し,
節片化する . 基部付近にspermathecal gland が開口す
る.

チャイロ ヒ メ ハ ナカ ミキリ (Fig 2) の産卵管は約

1.4 mm で, 体長の約20%に相当する. stylusは倒卵形体
で強く節片化し,  coxiteの先端に可動的に接続し, 先端

に感覚毛を備える . coxite は不明瞭に2 節に分かれる.
前節はやや節片化し, 先端と外側に感覚毛を有する. 後

節は長く発達し, やや節片化した膜質でbaculum を有す

る. valvifer は比較的短く , 膜質化が著しく , baculumを
有する. 基部は矢じり型を呈し, 両端に延びる膜質部は

長く , baculum を有する. vulva は後節のcoxite 間に位
置する. vaginaは細長く , 多数のしわを持ち, 先端部は

拡がっている.  この拡張部は側方の2 カ所で膜質がやや

厚くなる.  common oviductはこの拡張部と管状の前半
部との境日付近に接統する. spermathecal ductはやや太
く ,  比較的短く ,  vaginaの拡張部の側壁に接続する.
spermathecaはやや大きく , 節片化し, spermathecal gland
が側壁に開口する.
オオヒメハナカミキリ (Fig 3 ) の産卵管は約1.5mm
で, 体長の約15%に相当する. stylusはやや長い倒卵形
体で強く節片化し, coxiteの先端側部にやや左右に開い
て可動的に接続し, 先端に感覚毛を備える. coxi te は不

明順に2 節に分かれる. 前節は短く , 強く節片化し, 先

端と外側に感覚毛を備える. 後節は長く発達し, やや節

片化した膜質で baculumを有する. valviferは比較的短
く, 膜質化が著しく, baculumを有する. 基部は矢じり
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Figs. 4-5.
-1, Leptura arcuata PANZER; 5,

A bbreviations given in Figs. 1 - 3.

C O

Female genitalia of Leptura spp.
Let)tut-a ochraceofasctata (MOTSCHULSKY). Scale: line=1 mm

型を呈し, 両端に延びる膜質部はやや長く , baculum を
有する . vulva は後節のcox,ite間に位置する. vaginaは
細長く , 多数のしわを持ち, 先端部は拡がっている.  こ

の拡張部は側方の膜質がやや厚くなる . common oviduct
はこの拡張部と管状の前半部との境目付近に接続する.
spermathecal ductは細く, 比較的短く, vaginaの拡張部
の側壁に接続する.  spermathecaはやや小さく , 強く節

片化し基部に蛇用夏型の構造を持ち, spermathecal gland
が側壁に開口する.
ヤッポシハナカミキリ (Fig 4) の産卵管は約3.3mm
で, 体長の約20%に相当する.  stylusは倒卵形体で強く
節片化し, coxite の先端に可動的に接続し, 先端に感覚

毛を備える. coxiteは明順に2 節に分かれる. 前節はや
や長い楕円体で節片化し, やや左右に開いて後節に可動

的に速結し, 先端に感覚毛を備える. 後節は長く発達

し, やや節片化した膜質でbaculumを有する. valviferは
特に長く発達し, 膜質化が著しく ,  baculumを有する.
基部は矢じり型を呈し, 両端に延びる膜質部は長く, 基

部付近に baculum を持つ. 、,u1、,a は後節の coxite 間に
位i置する. vaginaは細長い管状で, 多数のしわを持つ.
先端部はやや拡がり, 先端に1 対の袋状の突出物が発達

し, common oviduct はこれらの間に接続する. sper ma -

thecal duct は細く, やや長く , 基部付近に1 つの袋状構

造物が付属し,  vaginaの先端に接続する.  spermatheca
はやや大きく, 強く節片化し, spermathecal glandが側
壁に開口する.
ョツスジハナカ ミキリ (Fig 5) の産卵管は約4.1 mm

で, 体長の約25%に相当する. stylusは先端が斜めに裁
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断された倒卵形体で強く節片化し, coxite の先端に可動

的に接統し, 先端に感覚毛を備える. coxiteは明瞭に2
節に分かれる. 前節は小さく, 倒卵形体で節片化し, 先

端の内側と外側に感覚毛を備え, 後節に可動的に連結す

る. 後節は長く発達し, やや節片化した膜質でbaculum
を有する. valvifer は特に長く発達し, 膜質化が著しく ,
baculum を有する. 基部は矢じり型を呈し, 両端に延び

る膜質部は極めて長く baculumを欠く. vulvaは後節の
coxite間に位置する. vaginaは細長い管状で, 多数のし

わを有し, 特に拡大した部分はなく ,  先端部と valvifer
の基部付近にやや節片化した部分を持つ. 先端に1 対の

袋状の突出物が発達し,  common oviduct はこれらの間

に接続する. spermathecaは大きく , 強く節片化し, 比

較的長いspermathecal glandが側壁に開口する.

考 察

カミキリムシの雌交尾器はその機能からみて, ①雌交

尾器の endophallus を直接受けとめる vagina や bu rsa

copulatrixの形態, ②精子の安定的貯蔵のためのsperma-
theca やその付属腺の形態, ③受精卵を確実に幼虫の

host に産下するための産卵管の形態,   の三点から分析

する必要がある.
① 内部形態からみて甲虫類の雌交尾器には2 つのタ

イ プがある (STEIN, 1847). 1 つは vaginaが要状で
bursa copulatrix を持たない sack-shaped vagina で,  他

はvaginaが管状でbursa copulatrixを持つ tubular vagina
である.  これら両型には種々 の移行型が認められる.  カ

ラカネハナのvaginaは管状で大形のbursa copulatrix を
持ち, common oviductが基部に開口する tubular vagina
である. 雄の endophallus の先端部の球状構造 (窪木,
1980) は bursa copulatrix の形と一致する. この形態の
一致から, 交尾中には雌のendopha11usの先端部はこの
bursa copulatrix 内に挿入されると考えられる.  Pido,fia
属の vagina は前半部が管状で後半部が褒状で bursa

copulatrix を持たず, common oviductは vaginaの側壁
に開口する sack-shaped vagina である.  Leptura属の
vaginaは管状で,  common oviductがvaginaの先端部に
開口する tubular vaginaであるが, bursa copulatrixを持
たない. 雌生殖器のうちvaginaの形態やbursa copulatrix
の有無もしくは発達の程度はハナカミキリ亜科ばかりで

なく他の亜科のカミキリムシの属や族の区別にも有効と

考えられる.  たとえば,  ハナカ ミキリ ini科のうちカラ
カネハナのように著しく 発達した bu rsa copulatrix を

持つ種にクビアカドウガネハナCar iiz'a atripemls,  ク
ビアカハナ C. aureopurpurea,  オトメクビアカハナ

C.otome, キタクニハナAcmaeops marginata, ヒナルリ

ハナ A mz'm a, ト ホシハナ vod1'川is l ife,-,-ogatio,11s,
フ タ フ ブル リ ハ ナ Stenocorus cae,-uleipennts, カタキ
カ タビロハナ Pachyta lamed, キベりカタビロハナ P
e,-ebia, ア ラ メ ハナ Sachalinobia kolt2e1 などが掲げら

れる.  このような大形の bursa copulatrix を持つ種はハ
ナカミキリfifi科でもヵ タビロハナカ ミキリ族Stenocorini
の多くの極にみられる (11?木, 投稿中).  Pidon,a 属の
vaginaの後半の拡張した愛状部が bursa copulatrix に相
同なものであって,  Pidonta 属の vagina は2 つのタイ

プの移行型とも考えられる.  この点については今後の検

討を必要とする.
② カミキリムシばかりでなく広く昆虫類は交尾して

もただちに卵の授精は起こらない. 精子はいったん雌の

spermatheca に貯蔵され,  成熟卵が卵巣から排卵された

時, はじめて授精がおこる. そのため, 雌には雄から受

け取った精子を貯蔵するspermathecaが発達している.
spermatheca は外胚葉起源で他の内部生殖器に較べて

節片化が著しく , その種に特有の形態を持っている.
eptM-a属の2極 (Figs 4-5) と Pi'doma 属の 2 極

(Figs. 2-3) とを較べても形態的な差は顕著である.
KuBOKI (投稿中) は Pidonta属のグルーピングにこの
spermatheca を使用して 属の再検討を行なっている.
オオヒメハナはspermathecaの基部に蛇順構造を持ち
Pidonta?l属の, チャイロヒメハナはspermathecaの基部
付近に数個のくびれを持ち Mumon IIE属の特徴をそれぞ
れ表わしている. しかしながら, spermathecaの形態に
は個体変異, 特に地理的変異が認められるので近縁種間

の区別には有効でない場合もあるので,  これらの点も考

慮しなければならない. RAsKE (1973) はフトカミキリ

亜科の Mo,1ochamus sctltetlatusのspermathecaの彎曲
の程度に地理的変異があることを指摘している.
③ カミキリムシの雌の外部生殖器の形態はTANNER

(1927) により指摘されているように, stylusの形態や付
着状態, val、l ter の発達の程度は亜科を区別する標徴と
して使用できる. 今回扱ったハナカミキリ5 種は卵形体

を持ち,  、,alviferが比較的よく発達するなどハナカミキ
リ亜科の特徴を表わしている .  これらをさらに詳細に検

討すると stylusの形態や coxite への付着状態は種によ
って明らかに異なっている . 特にcoxiteの形態は顕著で
Pidon,'a属のように前後節が不明瞭に分かれるものから,
カラカネハナや Leptut-a属のように前節が可動的に後
節から明1瞭に分かれるものまである. 体長に対する産卵

管は体の大形化に伴い長くなる傾向がある. 特にvalvifer
の発達の程度は産卵管の長さと関連しており, それぞれ

の種の産卵習性と密接な関係があると考えられる . カ ミ
キリムシの産卵習性はフ トカ ミキリ亜科にみられるよう
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に雌が大 p思で傷をつけて,  そこに産下するグループも
るが, ハナカミキリ i[ll科を含む多くのカミキリムシは樹
度のf鼈鼬福竓р齧ﾚ,  すき間などに産卵する (LINsLEY,
1961). ハナカミキリの中でも大形のョツスジハナやャ

ツポシハナのように樹度の割れ目やすき間に.産卵管を挿
入して産卵するものは比使的産卵管が長く ,  これにイ平い

valvifer もよく発達している . -方, Pido,,,a属の2 和lや
カラカネハナのように産卵管を出し, 樹皮のすき間や l
皮を被っているコケ類の間に産卵するものは比使的産卵

管が短く ,  これに伴い valvifer もあまり発達していな
い.  カミキリムシの産卵管の形態は産卵習性と特'接な関
係があると考えられる.
このように, 従来ほとんど来調査のカミキリムシの雌

交尾器は分類の標徴としてばかりでなく , 交11行動や産
卵習性からも重要である.  反転された雄のendopha1lus
(管木, 1980) と? 交尾器との間には形態的な一致が認め

られる. たとえば, カラカネハナでは, ?1flのcndopha1lus
の先端部と雌の bursa copulatrixの形態が一致する. ヨ

ツスジハナやャッポシハナの確の endophallus の先端の

flagellum すなわち節片化した射精管の先端部は度の

spermathecal duct内に侵入する (Fig 6).  これらの形態

:
,, .

:

Fig 6. Flagellum of the male inserted in to the

spermathecal duct of the female i n Leptura och r aceo-

fasc11/a (MOTSCHULSKY). Scale: line = 0.4 mm.
Abbreviations: Male, F, flagellum.  Fmale, CO, common
oviduct; SD, spermathecal duct; SG, spermathecal gland;
Sp, spermatheca; Vg, vagina.

の一致は,  いずれも の精子を確実に雌のspermatheca
内に送り込むのに貢献すると考えられる.
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Summary

1. In the present study I have examined the female genitalia of 5 species,  Gaitrotes don s

BATES (Fig. 1), Pidonla debilis (KRAATZ)  (Fig 2),  P g1-a11atr1_t (BATES) (Fig 3), Le/)tura
arctlata PANZER (Fig 4) and L oo・bra(:・cofasc'lata (MOTsCHULsKY) (Fig 5),  belonging to the
cerambycid subfamily Lepturinae.

2. In Gaurotes doris, Let)t1lra arc1lata and L. ochraceofasclata having the tubular vagina,
the c o m m o n oviduct occurred near t he anterior end of t he vagina.  Gail?-otes dor is had a well -

developed bursa copulatrix wh ich occur red n e a r the anterior end of t he vagina. T he bursa

copulatrix receiving the endopha1lus of the male geni talia during copulation coi ncided with the
an terior part of the endopha11us in shape. Pfffo,1,a fef, , / ,s a nd P g,-e/1afr,、・  possess in the sack-

shaped vagina w e r e 、vanting in t he sepat・a te bursa copulatrix. T he c o m m o n oviduc t occurred the
lateral side of the vagina.

3. The spermatheca possessed strongly sclerotized capsule and i ts shape varied from species
to species. T he spermatheca opened i nto the a r e a where the c o m m o n oviduc t met near the
anter ior end of the vagina in Le/)t1lra a,-(・,,a ta and L o(、/l7-afeo/as(、,ata or t he base of the bursa

copulatri x in Gatlrotes dor is. T he spermathecal duct opened the lateral side of the vagina in
Pl' donia e Mls and P g r a at r, .r . e/)f,l,-a o(,/l raceofasc,afa had a v e r y long spermathecal duct.
The flagellum, sclerotized terminal  prolongation of duc ts ejaculatorius, of t he an ter ior end of

the endophallus、vas inser ted in to the spermathecal  duct i n or der t o inject the sperm into the
spermatheca (Fig 6).

4. T he length of the ovipositor varied from species t o species. T he ovipositor 、、,as s o

modified as t o perform various modes of oviposition. Let)ttl ra a r c11a t a and L ochraceofasclata
deeply inserting their ovipositor into the cracks of t he bark had a wel l ex tended one. Pi donl a
debi l is, P graltatr1'a・ and Gaurotes dorls placing their eggs in the shallow cracks of the bark
or in t he moss growing over the bark possessed a short oviposi tor.
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